
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

なりたい自分になるために 
校長  中 田  敦 

 ４月８日（月）、佐藤俊晴中山町長様、浦山健一教育長様をはじめ 22 名のご来賓の皆様

のご臨席の下、入学式を挙行することができました。在校生が心を込めて制作した装飾や

きれいに磨き上げた校舎が新入生を温かく迎え、80 名の中学校生活が幕を開けました。 

緊張した面持ちの新入生でしたが、自分の名前が呼ばれ 

た時にはみんな大きな声で力強く返事をする様子を見て、 

堂々として頼もしいと感じたところです。 

 式辞の中で新入生への期待を込めて伝えたことがあり 

ます。中学校はなりたい自分になるための力をつける場 

所であり、中学校生活を通して教育目標の「貢献 自立」を目指し、他者や地域・社会の

ために力を尽くせる人になること、自分をよく理解して良さを伸ばし、夢と志をもちその

実現のために誠実に努力する人になることの二つです。学校は社会とつながっています。

自分と違う考え方や価値観を持つ人たちとかかわる場です。新しい出会いを通して、相手

を尊重しお互いを認め合える仲間づくりに力を注いでほしいと思います。 

 新入生の代表生徒は、「中学校で頑張りたいことは部活動。できるだけたくさんの先輩と

協力し、経験や結果をつくっていきたいです。部の一員として応援したり試合に出たりな

ど、自分にできることを考えて取り組んでいきたいです。小学校では『どんな活動をした

ら応援されるのか』を意識し 1 年間頑張ってきました。中学校ではレベルアップし、『思考

力と判断力を高め行動し、人から応援される』ことを目標として生活していきたいです。

そのためには今、自分がすべき行動を一つ一つ考えることが重要だと思います。（中略）こ

れからたくさん経験を積み、人生において価値のある 3 年間にしていけるよう頑張りたい

です。」と堂々と決意を発表しました。新入生を加えた今年度の全校生徒は 230 名。新しい 

仲間や頼れる先輩たちとの関わりを通してふるさとを愛し、豊かな 

心と想像力にあふれ、たくましく生きる人となれるよう全職員でサ 

ポートしてまいります。保護者の皆様、地域の皆様には、本校教育 

活動へのご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 想いを一つに襷をつなぐ ～東村山地区中学校駅伝競走大会～ 

 今月１３日（土）、県総合運動公園において第３３回東村山地区中学校駅伝競走大会が

開催されました。昨年１２月から駅伝チームを立ち上げ、放課後や休日の早朝などの時

間を使って練習を重ねてきました。お互いに声を掛け合いながら辛さを乗り越え、自己

ベストの更新を目標に走り込んできました。大会は本校３年男子生徒の力強い選手宣誓

とともに幕を開けました。多くの選手が自己ベストの記録を出すことができ、チームと

しても個人としても確かな成長を実感することができました。また、この走りを支えた

のは全校生徒の応援でした。新年度が始まって１週間。１年生にとっては初めての応援

でしたが、応援練習を重ね全校での応援にも厚みが増しました。当日はいち早く陸上競

技場のスタンドに陣取り、声出しを始めました。次第に応援のボリュームが上がり、ス

タートする選手たちに大声援を送りました。選手も応援に応える走りを見せ、選手と応

援団が想いを一つにして全校一丸となって臨んだ大会でした。 

  

＜大会成績＞ 

男子 第６位  女子 第５位 

＜入賞＞ 

 男子第１区 第２位 

   第２区 第３位 

 女子第１区 第３位 

   第３区 第３位 

 
 

 
 

 
 

 

   

女子 1 区 ⇒女子２区 ⇒女子３区 ⇒女子４区 ⇒女子５区 

男子１区 ⇒男子２区 ⇒男子３区 ⇒男子４区 ⇒男子５区 

 
⇒男子６区 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生徒会の新たな仲間として ～生徒会入会式～ 

 ９日（火）の５・６校時に生徒会入会式を開催しました。新入生を生徒会の一員として

温かく迎えるとともに、全生徒が生徒会活動について理解し、積極的に参加しようという

意識を高めることをねらいとします。生徒会活動についての説明に続いて、中山中が大切

にしている文化の一つである合唱と応援が在校生から披露されました。合唱曲は卒業式で

歌った「あなたへ～旅立ちによせるメッセージ」。中学校での合唱への取り組みの成果と

しての迫力のある歌声が新入生に届けられました。また、歓迎の鉢植えと生徒会の一員と

して携帯する生徒手帳が各クラスに贈呈されました。新入生の代表生徒が、「学習や運動、

生活面で、小学校で学んだことを最大限に活かし、中学校生活を充実した 

ものにしていきたいです。新しい友達や先輩方と共に、中山中の生徒会を 

盛り上げていくことが楽しみです。一日も早く新しい生活に慣れ、より良 

い学校づくりに自分から努めていきたいです。また、互いを尊重し、思い 

やりの心をもちながら、何事も最後まで一生懸命やりぬきます。」と力強い 

決意を発表しました。 

入会式に続き行われた部活動紹介では、各部が自分たちの活動について工夫を凝らした

内容で１年生にＰＲしました。 

 
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜５月の主な予定＞ 

１日（水） ゆとりデー 全校朝会(創立記念式) 

       ＱＵアンケート 小中連携幹事会 

２日（木） 生徒会総会           

７日（火） 学級花壇づくり（～１０日） 

教育相談三者面談（～１４日） 

    教育相談期間（～６／３） 

８日（水） ゆとりデー 

 学校運営協議会（町中央公民館） 

９日（木） 全校朝会 小中連携委員会 

１０日（金） 内科検診（２年） 

１５日（水） ３年修学旅行（～１７日） 

    ２年職場体験（～１７日） 

       １年校外学習（～１６日） 

１７日（金） 小中連絡会 

「あいさつ運動推進学校」として 
 昨年度、「小さな親切」運動山形県本部より令和 5・6 年度「あいさつ運動推進学校」と

して依頼を受け、２年目を迎えました。「小さな親切」運動は、子どもたちの 

豊かな心づくりを推進の柱とし、学校、地域の連携、かかわりを深めること 

を目指す運動です。生徒会が大切にしている「えだまめ」のあいさつの実践 

は、まさにこの運動の趣旨に合致しています。「あいさつ運動推進学校」とし 

ての意識の高まりを期待しています。 
 

２１日（火） 尿検査  

２２日（水） ゆとりデー 

２３日（木） 専門委員会 

歯科検診（２年、１の２・３、 

ひまわり１・２）  

２４日（金） 中央委員会 

２７日（月） 耳鼻科検診（全学年） 

２８日（火） 校内研究会 弁当持参 

２９日（水） ゆとりデー 

３０日（木） 生徒朝会 

       いのちの講話 

３１日（金） 心電図検査（１年） 

※スクールカウンセラー来校日 

志水 SC 7 日(火) / 柴崎 SC 21 日(火) / 

 林 SC 7 日(火)・24 日(金) / 古賀 SC 24 日(金) 

生徒会活動を地域に発信 

 20 日(土)に中山町中央公民館で区長懇談会が開催され、中山中学校 

の教育活動について説明する場面で、生徒会長から生徒会が目指す姿や 

活動のねらいについて説明する機会をいただきました。 

「学校教育目標の『貢献 自立』を目指すだけでなく、自分を律する 

『自律』にも目を向けて考えたい。合言葉『えだまめ』を意識したあいさつや校歌の合唱

など、『声でつなぐこと』『声を出したり、聴いたりすること』で自分と仲間をつなぐ生徒

会を目指したい。」と区長の皆様に伝えました。説明が終わると出席者から大きな拍手をい

ただきました。 

 

 


